2008年5月24日（土）文学散歩（早稲田大学エリア）　
――李泰俊『思想の月夜』の舞台と早稲田留学生下宿跡探訪――

　　　　　

<集合場所>　 早稲田大学中央図書館入り口

<集合時間>　　午前9時30分（～午後6時）

<参加者> 20名

大村益夫（早稲田大学名誉教授　協力者）　波田野節子（本学教員　代表）

山田佳子（本学教員　分担者）　　　　　　申銀珠（新潟国際情報大学　分担者）

沈元燮（早稲田大学客員教授　協力者）　　熊木勉（福岡大学　分担者）

渡辺直紀（武蔵大学　分担者）　　　　　　芹川哲世（二松学舎大学　協力者）

武井一（日比谷高校教員　協力者）　　　　金應教（早稲田大学客員教授）
尹美爛　（仁荷大学大学院生）　　　　　　権外英　（同上）

イ・ヨンジェ（東京大学大学院）　　　　　パク・サンミ（早稲田大学高等研究所研究員）

イ・ジュヨン（カナダ・ヨーク大学大学院）　　秋菊姫（チュ・クッキ）（東京大学大学院）
Marcie Middlebrooks（米・コーネル大学大学院）　咸苔英（延世大大学院）    
クォン・ギョンミ（米・ハーバード大学大学院）　　牧瀬暁子（延世大大学院）　   　　　

協力：胡谷智子ほか1名（財団法人　早稲田奉仕園　資料室）

<コース>

早稲田大学中央図書館――スコットホール―<タクシー①>―友愛学舎（現精和病院）――<タクシー②>――李光洙下宿跡ｂ（曙橋）――李光洙下宿跡a（防衛庁前）――旧東京女子医専――金珖燮下宿跡ｃ――玄相允下宿跡――金珖燮下宿跡ｂ（正法寺）――金廷漢下宿跡​​――梁柱東下宿跡――金珖燮下宿跡ｄ――趙霊出下宿跡――李丙燾下宿跡――早稲田大学（２２号館５０３教室）
<意見交換会>

早稲田大学２２号館５０３教室
＜詳しい説明＞
1 図書館からグランド坂を上り、早稲田通りに出ます。左手の大衆浴場松の湯の後ろ手には、むかし玄相允が住んで『學之光』の発行所にもなっていた学生下宿（戸塚町下戸塚597　敷島館）［１］がありましたが現存しないのでカットします。
2 向かい側のアバコブライダルホールに、李泰俊の『思想の月夜』の主人公の恩人ベニンホフが伝道奉仕をおこなっていたスコットホール［２］があります。（早稲田奉仕園）ここで熊木さんの説明を聞きます。
3 このあと弁天町の晴和病院の前までいきます。歩いて2-30分ほどのところですが、体力と時間の関係で、タクシーに分乗します。お手数ですが料金をお立て替えのうえ、領収書をもらって波田野から清算を受けてください。ここはベニンホフの自宅と寄宿舎「友愛学舎」のモデルとなった場所です［３］。新聞配達をしていた『思想の月夜』の主人公（松彬）はベニンホフに見込まれてここに住みながら彼の家の留守番をします。そのとき松彬が食事をとった徒歩十分ほどのところにある「府営食堂」も実在しました。府営食堂跡は時間の関係でカットします。興味のある方はあとで地図を見ながら行ってください。
4 晴和病院から外苑東通り沿いにタクシーで曙橋［４］まで行き、曙橋商店街で昼食を取ります。
5 曙橋の下は、李光洙の下宿があった場所（朴啓周の評伝では「明渓荘」：四谷区片町18番地高木方）です。ただしこれは早稲田大学高等予科の学籍簿に記載された2番目の住所であり、大学の学籍簿は未確認なので大学時代もここにいたかどうかは不明です。現在は自転車置き場と管理人事務所があるさびしい場所です[写真]。
6 李光洙の最初の下宿はここから歩いて20分くらいのところです。曙橋から靖国通りぞいに防衛庁正門まで歩き、信号から右に入って200メートルほどのT字路左角の場所、近くに新宿歴史博物館があります。体力があれば、市ヶ谷駅の近くの朝鮮公使館＝留学生監督部跡まで足を伸ばしてください。ここにあった留学生寄宿舎で、李光洙は1917年1月17日に短編「彷徨」を書いています。

7 曙橋下の李光洙下宿跡から早稲田大学まで、彼の通学路であったと思われる道を歩きます。途中寄り道をしますので、所要時間は1時間半～2時間ほどです。
8 住吉町商店街から念仏坂［８］を上り、河田町コンフォガーデン横を通って、東京女子医科専門学校（現在東京女子医科大学）の付属病院と寄宿舎跡を見ます。［５］ここは許英淑が学んだところで、李光洙が診察を受けたのもここの付属病院でした。
9 東京女子医科大学内には大学史料室・吉岡弥生記念室［９］があり、許英淑が在学した時期の写真が展示されています［写真］。

10 女子医大通りから団子坂に出て左手に進めば、羅蕙錫が住んでいた下宿跡（東大久保町357番地志村方）があります［10］。現在は東新宿駅の横でビルが林立しており、昔の面影はしのぶべくもありません［写真］。ただ、幹線道路の抜弁天通りからはずれた久左衛門坂のあたりだけが、当時の道の面影を残しています［写真］。
11 団子坂を右にまがってすぐ左手の路地［11］を通って大久保通りに出ます。この路地は昔からあった道ですから、李光洙も通ったのではないでしょうか。ここで国立国際医療センターの方向に数十メートル寄り道して、金珖燮の早稲田第一高等学院時代の3番目の下宿跡［11′］を見ましょう。今は中華料理屋さんです［写真］。
12 大久保通りから早稲田に向かうには、夏目坂からだと少し回り道になるので、李光洙は下戸塚坂という狭い坂道を通っていったのではないかと思います。この道に入るとすぐ右側に、玄相允の大学時代2番目の下宿［12］がありました。ここは『學之光』第5号の発行所の住所にもなっています。下宿跡の隣の古く苔むした石垣が当時の面影をとどめています。［写真］
13 下戸塚坂から夏目坂［13］（坂の名はこの近辺の名主であった夏目漱石の父親に由来し、夏目漱石もここで生まれている［写真］。ちなみに終焉の地もこの近くで、漱石公園［13′］として保存されている）に出て、この坂をくだって早稲田通りへ出ます。李光洙はこのまま学校へ行ったでしょうが、私たちは少し回り道をします。早稲田通りに出てすぐ右にある正法寺［13′′］、ここは金珖燮の早稲田第一高等学院時代の2番目の下宿住所地です。
14 早稲田鶴巻町には学生の下宿がたくさんありました。鶴巻南公園の前には金廷漢が1932年2月に移り住んだ、早稲田大学付属第一高等学院時代最後の下宿（牛込区早稲田鶴巻町22　呉羽館）のあった場所［14］です［写真］。彼は2年半で6つの下宿を転々とし、授業料未納で退学になっています。
15 梁柱東の学籍簿は現存しませんが、ある論文に梁柱東が「牛込区鶴巻町３８大扇健宅」に下宿したと書いてあるそうです（熊木さん）。それが本当なら、彼は現在の524番地の角に住んだことになります。［15］金珖燮の4つ目の下宿［15′］の斜め前です。

16 趙霊出の下宿跡［16］を通過します［写真］。向かいにあった天祖神社と実業学校はいまも健在です。

17 最後に歴史研究者李丙燾の下宿のあった場所［17］を見ておしまいです。牛込区鶴巻町472番地中西方は現在の鶴巻町539番地です［写真］。
